
瀬戸内海のエ『ビ漁業ゐ合理化に関する研究

H　エビの種類，分布，移動並びに組成に就いて瀞

安田治三郎・篠岡久夫・小林歌男

　緒　　　、言

　瀬戸内海のエビの1力年漁獲高は約500万貫で，これは全国エビ漁獲高の46，0％を占めている。叉これは

内海令漁獲量の10，8％に当り，カタクチイワシの27，1％に次いで第2位である。これ等のエビ類の95％が小

型機船底嗅網によって漁獲されており，この漁業の漁獲高の40％がエビ類で，’これを漁獲金額から見ると，

例えば広島県では5L7～85．2％に当って小型底曳網の経済を麦配していると言える。叉この漁業の全漁獲量

は瀬戸内海の全漁獲量の4分の1に当って他のどの漁業よりも大きい。底曳網漁業が大型の滅船整理により

小型底曳網の増加を招いたが，これはエビ漁獲比率を上げて漁獲量の増加を招くことになり，エビ資源に対

する影響も考えられてくる。これ等の為に筆者等は先ず瀬戸内海に棲，息するエビ類の実態を把握し将来のエ

ビ類の繁殖保護対策の樹立並ぴに漁業管理の基礎的資料となすべく努めつつあるが，現在迄の研究のうち取

纏漣）たものを発表する。猶起稿に当り終始御助言を戴いた花岡資博士に記して感謝の意を表す。叉資料の整

理や測定には高尾美智子氏に負う処多く，資料の蒐集には瀬戸内海関係府県水試の御助力を得たもので併ぜ

て謝意を表す。

　瀬戸内海のエビの種類と分布
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）2）3）
炉内獅・ら甜水道磯て大平洋に至る鰍罎息するエビ類は糀約6・廼が挙げ励る（第・表），こ

の中産業．的に電要と、思われるもの約26原がある。

　　　　第1表瀬戸内海産エビ類　（）は多産のエビ（
A．Tribe　Penaedea』

　I　Fam、Sergestidae　　サクラエビ科
　　　　Gehus　Acetes
　　　　　（1）　AoetesJaponicusKishinouye　　　　　アキアミ

　　　　Genus
　　　　　2，　Lucifer　reynaudii　H，Milne－Ed理ards　　コ．メエビ

　H　　Fam　Penaedae　　　　クルーマコ’・ビ科

　　　Genus　Penaeus
　（3）　P・japonicus　Bate
　　4・　P・Iatisulcatus　K三shin〔∫uye

　（5）　P，semisulcatus　Dana

　　6．　P，monodon　Fabricius
Ge【1us　Solenocera

　（7）　S．　〔listjncta　　（de　Hean）

　　8・　S・　prominentis　Kubo

Genus　Metapenenaeus
　（9）　　M・　monoceros　（Fabnicius）

　（10）　M．joyneri　（Miers）

　（11）　M．aπinis

Genus　Metapenaeopsis
　12、　M．lame11atus（de　Haan）
　《13》　　M，　barbatus　　（de　Haan）

　（！4》　　M，　acclivis　　（Rathbun）

　15，M・coniger　（Wood－Mason）
　（16）M　dalei　（Rathbun）
　！7，　M，latus　　　（De　Haan）

（H，Milne－Edwards）

クルマエビ
フトミゾエビ
クーマエビ

ウシエビ

クダヒゲコニビ

ヨシエビ
シノペエビ

モ　エ　ビ

ホッ＝1クエビ’

トラエビ

アカエビ

キシエビ

》は最も多産のエビ

岡ll．【県惜岸

岡1 i1県滑岸

紀伊水道

内海．，紀伊水道

伊予灘，その他
徳．島沿岸
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　　　Geロus　Trachypenaeus

　　　　（18）　T，curvirostris　（Stimpson）　　　　　　サルエビ

　　　Genus　Atypopenaeus
　　　　　19・　At・compressipes（Henderson）　　　　マイマイエビ　　　　笠岡，紀伊水道，内海・

　　　Genus　Parapenaeopsis
　　　　　20、　1）、tenella　　　（Bate）　　　　　　　スベスベエビ
　　　　2L　　P・cornlltus　　　（Kishinouye）　　　　　　チクゴエビ　　　　　　　駈己f…骨水．道

　　　Genus　Sicyonia

　　　　22，S．cristatadeHaan　　　　　イシエビ　　　　大阪湾
　　　Genus　Parapenaeus
　　　　23．　P．　fj8surus　　　　（Bate）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　売i己f勇水i首，　徳1蕩

　　　　24　P．lanceolatus　sp－mv　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　紀伊水道，徳．島　．
　　　　25．　P，longipes　Alcock　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　紀伊水道（新種）

　　　Genus　Haliporus
　　　　26．　H，siboge　de　Man　　　　　　　　　　ヒゲナガェビ　　　　外域，・深海性

　　　　　x　2科　26廼
B，　Trjbe　Garidea

　IFamPasiphaeidae　才キエビ科
　　　　　1．　LeptochelagracilisStimpson　　　　　ソコシラエビ　　　・大5反湾，笠岡湾
　　　　　2・　L・sp　　　　　　　　　　　　　　　ツノナシソコシラ　　僅少（新種），

　H「Pandalidae　　　　タラノ配」＝ビ禾斗
　　　　　3・　Pa皿dalus　nipPonesis　Yokoya　　　　　　　71ミタンエビ　　　　　　　外寒或，深』海1生

　　　　　4，　Plesionika　martia　A．Mile－Edwards　　ヒゲナガエビ　　　　　外1或，・傑海，1生

　　　　　（5）　PlesionikaSI）　　　　　　　　　　　　　（ノミエービ）　　　　　糸己伊’オG首，乖恕島

　　　　　6，　　Heterocarpus　（Heteloarpoidas）　levic＆rina　（Bate）　コミ　ノエビ　（久保新通く）　奉己fサ手水通「，　奮暮島

　　　　　　　H．sibo暮ae　de　Man　　　　　　　　　ミノェビ　　　　　　外城，深海性

　皿　Crangonidae　　　　テヅポウエビ恥毛

　　　　　7・　Crangonjapo面eus（Miers）　　　　　テナガテッポウエビ
　　　　8，　C，brevicristatus　（de　Haan）

　　　　9・C・rap敏　　　（deHaan）
　　　　10．Athanaslamellifer　Kube
　　　　ll，　Ogyrides　orfentalfs（Stfmpson）

IV　　Hippolylidae　　　　　モ　　エ　　ビ　　科

　　　　12．
　　　　13，　S　prqpugnatrix　de　Man　．

　　　　］4・　S・pandaloides　Sヒimpson

　　　　l5・HipP・lyslnatavittataStimps・n
　　　　16、　Latreu北es　acjcular工s　Ortmann

　　　　17，　L　Planirostrj5　　（de　Haan）

　　　　18．　L．　laminlrostris　Ortmann

VPalaemonidae　テナガエビ科
　　　　19・　Leanteでlapollicus　Ortmam1

　　　　20・LPacificusStimps・n
　　　　2L　　L．　serrifor　Stimpson

IV　Rhyncllocimetidae　サラサエビ科
　　　　22・Rhynch・cinetesuritaiKub・

V皿　Processidae　　　　ラウソクエビ科・

　　　　23・　Processa　japonica　（do　Haan）

V皿Cragonidae　　　エビヂヤコ禾斗
　　　（24）　　Crago　afrin量s　　（de　Haan）

　　　　25・Crag・cassi・pe

IX　　　　26，　Aegeon　pennata（Bata）

X　Nephropsidao　　　アカザ・エビ科
　　　　27．

XI　Galatheidae

　　　　28，　Gervimunida　prineeps　Beuediet

　　　　　　他，未整理のもの約10種

　　　　x　l1科　28種

Spir・nし・carisrectir・stris（StimP3・n）

テヅポウエビ
オニテッポウ．エビ　　紀伊水道

セジ，ロムラサキエビ

ソノメニLビ

アシナガモエビ
ホソツノモエビ
ヅノモエビ

アカシマモエビ
ホソモコニビ

ヒラツノモニビ

ヘラモェビ

シラタエビ　　　　　入江新田
イソスチエビ（稀）

スヂエビモドキ

サラサエビ

ラウソクエビ（稀）　紀伊水道，笠岡・

エビチ愛ヤ　コ

グソクエビ

Nephropus　japonicus　Tapparone－Canefriアカザ」＝ビ

ツノガムニダ

川口漂筋二屡ル（新種）
糸己f罪角水1腫卜

外賊，深海性

外械，深海性
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瀬戸内海は外方に向うに従って外海　　　第2表

　　　4）の影響を多く受けで（第2表）一般に

棲息する生物の種類及びその組成は漸　　漁　場　名

次変化、しているが，エビ類においても

この傾向が見られる・特に外海の深海　瀬戸内海外海

性エビ類はその内側に棲息する種類と　四国日和佐沿岸

全く異っている（第3表）。しかし次の紀伊水道
外海の沿岸に当る徳島県日和佐沿岸に　大阪湾（淡路沿岸）

はMetapenae・psisc・niger，M．latus播　磨　灘
の特有種があるが同時に紀伊水道のエ　岡　山●笠岡湾

ビとの聞に共通種が4種見られる。叉　広　島　湾　奥

　　　　　周防灘（山口沿岸）内海全般に分布する主要11種は外海沿

水深

　ハ100～500
40～70

50～70

20～50

15～30

5～15
10～15

10～20

水温（底層）

6月
QC
20．0

19．5

19．3

18，8

18．0

16．8

1ア．0

12月
Q（】

18，5

18，0

18．0

17．0

15，8

！3．0

15．4

16．2

塩素量（底層）

6月
％
19．0

18，8

18．8

18．0

17．8

17．6

17．9

18．1

い2月
％
19．0

18．6

18．5

18．0

17．8

17．6

17．5

18．1

岸には全く採集されないことも特徴的　　瀬戸内海の海区別の海況（1953）

　　　　　　　　　　　4）である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（瀬戸内海水産連絡調査要報）

第3表

種　　名
Penaeus　japonicus

Penaeus　semisulcat廿s

Metapenaeus　monooeros

〃　afrinis

〃　　　　　　joアne雌

Trachyennaeus　barbatヨs

Metapenaeopsis　curvirostris

〃　　　aOGlivjs

Parapenaespsistenella

＿丞サPope叩曼us　comp！essipes

Crag・a仔inis

Metapenaeopsis　dalei

ケ　　　lame且latus

Plesionika　sp・

S・1・nocerasp・

Parapenaeus　fissurus

〃　　　　　　1anceolatUS

AegeOn　pennata

Heter・・arpuslevicarina

ぴ　coniger
M¢taPenaeOP野is　latus

Halip・russib・gae

Plesionika　martia

Heter・carpusslb・gae

Pandalus皿iPP・nensis

Nephr・psjap・nicus

伊予灘

○

○

○

○

○

○

O
○

◎

○

○

周防灘
（山口）

○

○

○

○

○

◎

◎

◎

○

○

◎

◎

○

広島湾

○

○

○

○

◎

◎

○

○

○

◎

○

○

○

笠岡韻職薄讐）紀臨螺鱈外海

○

○

○

○

○

○

◎

○

○

◎

◎

○

○

○

○

○

◎

◎

◎

○

○

○

◎

○

○

○

○

◎

◎

◎

○

○

○

○

○

◎

○

○

◎

○

◎

○

O
○

○

◎

○

○

○

O
○

○

○

Ω

◎

⑨

◎

◎

◎

○

○

○

瀬戸内海並びにその外縁海区に分布する主要蝦類
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　紀伊水道には内海主要種の10種は棲息しているがこれ等以外のエビが6種ある。この中4種は前記の外海

滑岸と共通し，Ple5ionika　sp，Solenocera8pが本海械の特有種で，この中のPlesionika　spは隣接する内海

域とも共通で従って本種は外海浩岸から紀伊水道を経て大阪湾の一部まで分布している。叉本種は周防灘東

部，伊予灘，安芸灘，広島湾の一部にも若干採集される。紀伊水道より内方即ち大阪湾より内側の海域は殆

ど内湾性エビ類のみで占められている。

　以上のように漁場の陸格（第2表）が変化するに応じてエビの種類が漸次移行しているが，この事実は各

種のエビは内海より外海に流ずる移動のないことを示している。

　以上のように種類が異なると共に各種エビの重量組成も異っている（第4表）。紀伊水道から周防灘までの

　　第4表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 内海全般にアカエビ，サルエ

　　　　　／
Penaeus　japoni・us

　　4　　semiculcatus

Metapenaeus　monoceros

　　グ　　　afrinis

　　ケ　　　joynerl

Trachypenaeus　eurvirosしris

Metapenae・psisaeclivjs

　　ケ　　　　　　　　barbatus

Atypopenaeus　compressipes

Parapenae・psistenella

Crag・a任inis

Metapenae・psislameIlatus

ParapenaeoPsis　comutus

Crang・nsp・

Solenocera　sp・

Parapenaeus　fissurus

Plesjo口ika　sp・

Aegeon　pennata

　　5）
紀伊’水道

　％
7．4

1．2

0．2

6．0

15，6

29．2

8．6

2．6

1－1

0．4

4．9

6．1

0．4

15．4

0．9

大阪湾
播暦灘

3．！

0．2

3．3

0．1

2。3

36．0

17．3

28，8

0．5

0，3

3，3

1．5

3．3

笠岡湾
内　外

1．2

2．2

13．1

2，7

25．3

1，5

8．2

45．3

0．5

広島湾

奥部

2．1

0，4

5．3

14．4

71．0

1．6

0，5

2，3

0．8

周防灘

8，9

0．1

0．1

5．1

32，9

33．6

12，7

1．0

0．5

5。1

ビ，トラエビが最も多く他種

に優先しているが，海区別に

著しい傾向を見るならば周辺

海区にはクルマエビ，・トラエ

ビ，マイ4イエビが多く中央

海区には，アカエビ，ヨシエ

ビ，スベスベエビ，エビヂヤ

コ，特に内湾性の強い二次湾

にはエビヂャコが多いことカミ

目立つ。

　これ等の特徴を斉らす原因

については海況の相違に関連

する流速，底質，水質，水傑

並びに餌料その他が考えられ

るが，これ等については室内

実験と併せて研究を続けてい

る。

　海区別のエビ種類別重量比（1952）

傑海性並びに準深海陸のエビについては殆んど研究されていない。内海性エビの寿命についてはクルマ手ビ

が例外で満2力年以上他は殆んど1年と推定されるがクルマエビも漁獲される個体の大部分は1力年未満で

ある。

　深海陸のエビについては田村（！950）はボタンエビpandalus　nipPonensisの寿命を4力年と推定したがこ

れに対し久保（・95・）は難を抱いて籾叉同氏は［司じ属の亘kesseliは2力年とf綻した・堤のように

Pandalu5属には2力年以ヒのものがあると考えられる。叉R・BPikeは深海性のSpir・nt・caris　hlljeborgii

ほ2力年以上と推定しているから深海性のエビは内湾性のエ・ビより2力年以上のものが幾らか多いように思

われる。

　エビ類の移動については先に一言触れたが周年の分布並びに組成から推定して性状の差の大きい海域岱の

移動は殆んど考えられないが，併し近似の性状の海威内の移動は種類によりそれぞれ少さな移動が行われる．

こと力料徒定される。

　即ち内海全般に多いアカエビ，サルエビについて見ると・内海の中にある内湾，例えば笠岡湾の中では初

期の稚蝦が多く見られるが成長と共に湾口部並ぴに湾外へ大部分移動する。即ち稚蝦と成蝦は棲息場を異に

している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿31一

　主なエビの寿命及び移動

　内海性のエビの主要な種類

の生活史は研究されているが



　＼
第5表

種　　　、名

、Lク　ノレ　マ　エ　1ビ

ク　マ　エ　ビ

エ　　ビ

一ヒ＝　　　、コ乙 ビ

・シ　バ　　エ　　ビ

サ　ル　エ　ビ

ア　カ　エ　ビ

ラ　エ　ビ

マイマイニビ

スベスベコ＝ビ

江　ビヂヤ　コ

ボタ　ンエ　ビ

P，　　k．

S．　　1，

寿　命

2

1

1＞

4

2

2＜

年

産卵期

6～10月

6中～
　9月上

6中一
　9月E
8～10月

β～8月

6～9戸

6～9月

7～，8月

6－10月

7～9月

11～5月

禦翔磯者名

○

○

○

○

○

　6）．　　7）
藤永，・八柳

　8）
八柳

　恥　　　9）
大田，八柳
　12）
安田

　10）　　13）
八柳，池末
　」4）

安田，

伊

ヴ

ケ

グ

　ケ

　15）
田村

　16）
久保
　　　　17）
R，B．Pike

　　瀬戸内海の主要ぜの論、産卵期，

して大きいものではなく，その漁獲の大部分は稚蝦駿息場に近い沖合で唯周防灘のシバエビのみが海区の中

を大きく移動するとされている。

　以上より移動については大体Genusの段階で次のように取纏められる。即ち，田余り顕著な移動が認め

られなく稚蝦と成蝦が同一場所に棲息するものでこれにはGe亘1us　Traohypenaeus，Genus　Metapenaeopsis，

Genus　Grago等があり，12｝稚蝦時代を或る特定の区域・特に干潟や岸寄りの汽水区域に過ごし，成長と共に沖

合に移動する。即ち稚蝦と成蝦はその棲，憲場を異にするものでこれにはGenus　Pe皿aeus，Genus　Metapenaeus

である。

　以上は体長がmは小さく，（21が大きい。即ち高級エビと言われるものは後者に属する。

　これに対し湾外へ出た海城即ち内海一般で

は出現初期の稚蝦は接岸区城に密集する傾向

はあるが漁場とされている何れの区域にも稚

蝦は濃密に分布する。

　稚蝦が接岸区域よりその沖含へ，沖合の中

では内湾度の強い処から弱い処への小さな移

動は認められるが，更に内湾度が弱くなる方

に進むとエビ組成が著しく変ってくる事とこ

のような性状の変化が同一海区中にも応々あ

るばかりでなく，大きい海区の境界に必ず大

きく変化する性状が認められる事からこのよ

うな海．区を通ずる多量の移動は考えられない

。例えば広島湾から伊予灘への如き移動は殆

んど考えられない。

　以上のようなアカエビ，サルエビと良く似

たものが小型のエビ即ちトヲエビ，スベスベ

エビ，マイマイエビその他である。・これ等に

対しクルーマエビ，　クーマユ・ビ，シバエビ，　ヨシ

土ビの如き大型エビは何れも稚蝦と成蝦はそ

の棲，息場を異にしている。即ちはっきりした

移動が認められる。しかしこれ等の移動も決

　瀬戸内海各海区のエビ組成と時期的変化

　海区にはそれぞれ特有の環境的持性がある筈である。これ等の特性に各種のエビ或はそのCommunjtyが

反応してその海区の特性に応じた二1ニビの分布と組成が構成されると考えられる。従って各海区のエビ組成の

比較は各海区の環境の特性を聞接に比較することによリエビと環境の交互作用を知る手掛りとなり得る。筆

者等は調査海区としてエビ漁場である周防灘，伊予灘広島湾，燧灘，笠岡湾，播磨灘，大阪湾，紀伊水道

を選び年4期（6，19，12，3月），各期3回以上を同一漁場で採集した標本を各回毎に各極尾数の百分率を求

め，これらから信頼度90％の信頼限界を求めて内湾度の高い種類から順次配列して図示しこれを幾つかの

GrOupに区分した。年4期とした理由は1力年毎月の組成を作りその平均を求めた値が3カ月置きに採った

4期の平均随と余り差がなくそれぞれの海区の絹成の特性を示すことを知り得たからである。又各種蝦の内

湾度の決定は内海に分布する様相から判断して決めた。即ち各海区で採集したエビの中，卓越する種をplot

した時或る種が内海の巾央区により多く叉その海区で岸寄りにより多い事は最も内湾鍵の高い事を意味する

と考えた。これにより主要工どを内湾度e高い順に醍列すると，エビヂャコ，アカエビ，スベスベエビ，テ

ナガテッポウ，4イマイエ・ビ，トラエビとなり，サルエビはトラエビに近いが底質（砂叉は砂泥質）の影響

をよく受けて，時には浩岸に多い例もある（第1図）。
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第1図　瀬戸内海の各地に卓越するエピの分布図
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　叉準外洋性（又は準深海性）の場合は分布図を画き内海に最も深く分布する種を内湾壌の高いものとしたが

これにより配列するとキシエビ又はPlegionikasp次いでParapenaeusfissurus，Solenocelasp，Parapenaeus

lanceolatus，Metapen駄eopsis　coniger，M・latusの順位となる（第2図）

　以上の方法に従って図示すると各海区のエビ組成の特性及ぴ海区の類似性が見出される。第3図は6月の

エビ組成であるがこれより次の如く5のGroupに区分し得る。

第3図　瀬戸内海各海区のエビ組成から見た5のGroup，（6月）
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　　即ちA：エビヂャコを単一優越種とする笠岡湾と広島湾奥部（江波，観音沖）。B：エビヂャコのアカエビ

　　2種を優越種とする広島湾（宮島南）と燧灘東部。C：エビヂャコ，アカエビ，トラエビ等多種の混合した

　　ものが大部分を占める大阪湾と周防灘。D：トラエビと準外洋種を優越種とする紀伊水道と伊予灘。E＝或

　　る特定種ホッコクエビ又はキシエビを優越種とする播磨灘の明石海峡西部と安芸灘菊聞前である。

　　以上と同じように9月，12月，3月を作りこれを図示した場合組成の内容には相当の変化はあるがこの

　Group別けは殆んどそのまま適用される。月1％A　grOupにあった広島湾奥部が　B　grOupに入る他は何れ

も前記の通りである。　　　　　　　　　　　　　　　　　第6表　優越種の時期的変化

　判り易く時期的変化を現わす為にエビヂャコを1

としアカエビをHとし，トラエビ叉はサルエビを皿

とし準外洋種をWとし，これ等が優越するか又は信

頼限界が50％以上を占めるもののみを取出して各漁

場毎にその変化を示しGroup分けにしたのが第6

表である。Aは周年を通じエビヂャコが優越し，B

はエビヂャコとアカエビがそれぞれ単独か共通して

優越するが，奥部から中心部に向うに従ってアカエ

ビカミ増加するf頃向カミはっきり半Uる。

　Cの型を示すのは内海の周辺部でエビヂャコ，ア

カエビ，トラエビ，サルエビが交錯して優越するが

gr・upl漁 場 l6月

岡　湾
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内海の東部，西部ではそれぞれ内容を異にしている。D　groupは周年に豆っての資料がまだ整備されてい

ないがこの特長は出ている。

　以上のように時期的な変化がそれぞれの漁場によって異なることは内的なものとして各種蝦の生態的相違

即ち産卵盛期のずれとそれから生ずる稚蝦出現の遅速とその後の成長度並びに生残率の相違等であるが，こ

れ等を亥配する外的条件即ち各海区に現われる海況の変化の型がそれぞれ作用しての結果と考えられるもの

で，これ等各海区のエビ組成の類似性又は特異性とエビを取巻く各種環境要因との関連性を見出すのが今後

の課題である。

　摘　　　要

L　瀬戸内海に棲息するエビ類の実態を把握するために先ず個体群調査として内海のエビの種類及ぴ分布と

　主要蝦類の寿命及び移動を調べCOmmunity調査として各海区のエビ組成とその時期的変化を調べ海区の

　特異性並に類似性を追究した。

2・瀬戸内海に縷息する蝦の中，現在までに採集したものは約60種でこの中産業的に主要なものは約26種で

　ある。これ等の分布区域はかなりはっきりして外海から内海に入るに従ってその種類は変化してそれぞれ

　の種類は余り遠く移動しないことを示している。

3、　エビの寿命は大部分が1年叉は1年未満で稀に2ヵ年のものがある。又各種のエビの移動を調べた結果

　大型のエビは稚蝦と成蝦はその捷息場を異にして移動を行うことをはっきり示す。但し余り遠い距離では

　ない。小型のエビの大部分は稚蝦と成蝦が常に混在して前者のような移動は見られない。

4・各海区のエビ組成は環境に応じた型を持っているが，時期の経過と共に変化する。叉その変化の様相も

　海区的な特性がある。これ等より内海のエビ組成は5つの型に別けられる。
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Summa1y

　Study　of　rationalizatjon　of　the　shrimp　fishery　in　Seto－inland　sea．

H　Species，distribution，movement　and　composition　of　Shrimps・

　1，　Authors　inquired　pecuriarity　and　similarity　between　the　sea　section6　1nvestjgating　specie5，

　　　distribution．age　and　move田ent　of　the　shrimps　as　the　individual　examination，and　composition　of　the

　　　6hrimps　in　each　sea　section　and　its　seasonal　chaPge　as　the　community　examination，owing　to　seize　the

　　　living　state　of　the5hrimps　in　Seto－inland　sea，

2、We　have　collected　about60Species，αnd26species　in　it　are　important　in　fjshery．Dis面bution

　　　renge　of　these　each　species　are　ljmited　remarkably　in　the　open　sea　and　in　tLe　jnlan昼sea．These

　　　indicate　that　no　species　move　so　far，

　3，　Age　of　shrimps　are　one　or　under　one　year　and　rarely　two　years、1、arge－size　shrimps　live　separately

　　　a電eachstagey・ungandadult，butn・ts・faLMaj・rity・fsmall－sizeshrimpsllvet・getheralways

　　　y・ungandadult，andcann・tbef・undm・vementasthef・rmer・

　4，　Shrimps　composition　of　eack　sea　section　has　the　form　according　to　its　clrcumstances　and　changes

　　　5easonally／Besides，state　of　its　change　also　shows　sectlonal　pecuriality，From　these　fact　the　compo噂

　　　5ition　form　of　the5hrimps　jn　Seto。inland　sea　is　devided　into　fjve亀ypes．
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